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ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 

 
広瀬川の「サケ里帰り」としてテレビ、新聞で大きく報道されました。オホーツク海を回遊、数年後に故郷の川

を目指し、河口付近の漁協の捕獲を逃れたサケが産卵のため広瀬橋周辺に遡上したものです。広瀬橋周辺の浅瀬

には体長１m ちかい数十匹のサケが水しぶきを上げて泳いでいる光景が見られました。本来はもっと上流へ遡上

し、砂利層の清流で産卵するところですが、郡山堰、愛宕堰に阻まれ、ほとんどはこの周辺で一生を終えます。 
本会は、本年度重点事業として堰と魚道の調査研究を行っています。魚が上りやすい堰と魚道のありかたについ

て、難しい問題はありますが、広く市民理解を図りながら改善につなげていきたいと考えています。 
下記の予定行事にご参加をお待ちしています。 
  

＜予 定＞ 

・ １１/１１（土）１０時～ 広瀬橋 広瀬川清掃（ボランティ歓迎）軍手、長靴持参のこと。 

・ １１/２２（水）午後７時～太白区中央市民センター第一小会議室  

公開講座テーマ「広瀬川と堰」～魚がのぼりやすい川づくり～ 

          講師 仙台市経済局農林部農林土木課 係長 須藤 一博氏 

・ １２/０１（金）午後２時～ 県庁１階 みやぎ広報室 「広瀬川にアユの里づくり市民協働シンポジウム」 

         「広瀬川のアユの遡上状況調査結果」県内水面試験場 熊谷明氏 

         「広瀬川のアユの食餌組織と季節変化」東北大農学部 伊藤絹子氏 

         「広瀬川の水量と水質」国交省仙台河川国道事務所 調査第一課長 佐藤正明氏 

         「広瀬川のアユを呼び戻すための市民協働事業」広瀬川の清流を守る会 日下均会長 

  ※）本会が県と進める協働事業。魚がぼりやすい川づくりの提案があります。ぜひご参加を（参加無料） 

・ １２/０９（土）１０時～ 広瀬橋 広瀬川清掃（ボランティ歓迎）軍手、長靴持参のこと。 

         終了後に恒例の焼き芋大会 参加無料（複数参加の場合には要連絡） 

・ １２/２７（水）午後７時～ 忘年会 五十集屋 

 

＜報 告＞ 

＜１０月～１１月＞ 

・ １０/１４（土）１０時～ 広瀬橋 広瀬川清掃と芋煮会 終了後芋煮会 ４１名 

・  同 日    １０時～ 牛越地区清掃 あいおい損保（株）東北本部および仙台支店 １２０名 

・ １０/２３（月）三条国際交流会館 日本学生支援機構主催 学生ボランティアセミナー講演（講師） 

・ １０/２４（火）青葉区川内仙精連「喫茶ルーム・ぱれった」テーマ「清掃から見た広瀬川」（講師） 

・ １０/２５（水）午後７時～たいはっくる 公開講座第２回「魚がのぼりやすい川づくり」～提言案～ 

 広瀬川の愛宕堰と郡山堰改修について、現状と課題そして改善案について。 県土木平間氏 藤田氏参加 

・ １１/０７（火）仙台市立蒲町中１年生（２６名）ボランティア総合学習（講師） 

・ １１/０８（水）仙台市農林土木課 公開講座講師依頼と打ち合わせ   

                             

 

会員および市民の皆様の広瀬川に関するご意見を募集しています。 

＜ご意見＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会   〒982-0011仙台市太白区長町1-7-32 

電話022-247-6522（昭和宅建内）ファックス022-290-3205 e-mail info@hirosegawa.com 


